
オーストラリアを訪問したメンバー

団　　長　藤城　隆夫（稲美町教育政策部長） 

副 団 長　丸尾　信夫（稲美町国際交流協会副会長） 

生徒指導　吉村　由子（稲美中学校教諭） 

事務局長　永田　雅司（稲美町経営政策部企画課 
　　　　　　　　　　　情報グループリーダー） 
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8日間のスケジュール 
８月１６日（水）　出発 

８月１７日（木）　兵庫文化交流センター表敬訪問 

　　　　　　　　　　　　　　　　   　（パース市） 

　　　　　　　　ファームステイ（バンバリー市） 

８月１８日（金）　スワン市長表敬訪問 

８月１９日（土）　ホームステイ（スワン市） 

８月２０日（日）　ホームステイ（スワン市） 

８月２１日（月）　ガバナースターリン高校体験入学 

　　　　　　　　スワン市主催歓迎レセプション 

８月２２日（火）　パース市内見学 

８月２３日（水）　帰国 

スワン市 
パース市 

バンバリー市バンバリー市 バンバリー市 

▲ファームの一角に、稲美町の方角に向かって「　イナミ ２００６」という記念看板を立てました。 

　８月１６日から２３日まで、稲美町の中学生１０人がオーストラリアに派遣されました。 

　派遣生は、日本の文化や生活習慣を見つめなおすとともに、ファームステイ・ホーム

ステイを通じて、人の優しさやあたたかさ、感謝の気持ちを持って帰ってきました。 

　それでは８日間の活動・体験の足跡をお知らせします。 

　長い飛行機の旅を

終え、関空に到着。

その後、バスで稲美

町へ。 

　役場では中学生の

保護者たちの出迎え

があり、派遣生は親

子で顔を合わせた瞬

間、やっと帰ってき

たことを実感。8日

間の派遣事業が終了。 

23
8

　本当の家族のよう

に迎え入れてくださ

ったホストともお別

れ。 

　スワン市を後にし

た一行はパース市内

へ移動し、少しの間

ショッピングを楽し

む。その後、空路、

日本へ。 

 

22
8

　我々一行のスワン

市訪問を歓迎し、レ

セプションが催され

た。 

　レセプションでは、

何度も日本で練習を

重ねてきた「御神楽

（豊作を祝う民俗舞

踊）」と歌を披露し、

みなさんから温かな

拍手をいただいた。 

21
8

　写真技術、パーテ

ィー料理のセッティ

ング、科学、木工な

どいくつかの授業を

見学。日本にはない

科目に派遣生は興味

津々。その後、動物

園に行き、コアラや

ウォンバットなど、

オーストラリアの動

物たちを見学。 

21
8

　なかなか英語が聞

き取れず、また、自分

の英語も伝わらない

…。そんな状況から

勇気を振り絞ってホ

ストファミリーに話

し掛ける。単語を並

べ、出来る限りのジ

ェスチャーで表現し、

言葉の壁を少しずつ

乗り越えていった。 

19・20
8

　午前中でファームを

離れ、一路スワン市へ。 

　派遣事業の目玉と

も言えるホームステイ

の始まり。スワン市で

はグレゴリーニ市長に

ご挨拶をし、ホストファ

ミリーと初対面。緊張

の面持ちで自己紹介

をする中学生たちの

姿が印象的だった。 

18
8

　オーストラリアの大

自然を車窓から眺め、

バンバリー市にあるフ

ァームに到着。ファー

ムでは、ニワトリやエ

ミューなどの動物た

ちの世話を始め、羊の

毛刈りなどを見学。ま

た、夜空にちりばめら

れた満天の星空にみ

んなで感動。 

17
8

　兵庫県と西オース

トラリア州が1981

年6月に姉妹提携し

て今年で25周年。パ

ースには、兵庫県事

務所「兵庫文化交流

センター」があり、

小川雅啓所長に、旅

の安全と激励の言葉

をいただく。 

17
8

　いよいよオースト

ラリアに向けて出発。

関空→シンガポール

→パースと飛行機を

乗り継ぐ。 

　深夜、パース国際

空港に到着。今日の

最難関である税関を

抜け、オーストラリ

アの大地を踏みしめ

た。 

16
8スワン市主催スワン市主催 

歓迎レセプション歓迎レセプション 
スワン市主催 
歓迎レセプション 

パース市内見学 帰　国 ガバナースターリン 
　　　高校体験入学 
ガバナースターリン 
　　　高校体験入学 

スワン市長表敬訪問 ホームステイ スワン市長表敬訪問 兵庫文化交流兵庫文化交流 
　センター表敬訪問 

ファームステイ 出　発出　発 兵庫文化交流 
　センター表敬訪問 

ファームステイ 出　発 ホームステイ 

 
　「満点の星空に流れ星がいっぱい！！」 
　目を輝かせながら話し始めた我が子を見て、それまでの
心配が一瞬に吹き飛んだ気がしました。 
　ホームステイ１日目の夕方、ホストファミリーの勧めで
国際電話をかけさせてもらった明音の声が、切る瞬間、少
し寂しそうに聞こえたので、顔を見るまで心配で心配でた
まりませんでした。役場からの定期連絡も、「みんな言葉
に苦労している」とのことでしたので、“やっぱり中学生
が１人でホームステイするのは無理だったのではないか”、
“海外派遣事業に中学生では荷が重過ぎるのではないか”
など、頭の中を駆け巡る日々を過ごしました。 
　しかし、ファームでは大好きな動物たちに囲まれて過ご
すことができ、盲導犬のパピーウォーカーの話も聞けたし、
夜は南十字星や天の川、銀河や人工衛星まではっきり見え、
その数の多さに感激したそうです。 
　ホストファミリーは明るく親切で、とても楽しく過ごさ
せてもらったようです。決してお金持ちのお宅ではなかっ
たようですが、温かな家族だったと喜んでいました。市内
から離れていたので、電車にも乗ったそうで、オーストラ
リアの生活を実体験できて良かったと思います。 
　言葉も、「知っている単語とジェスチャーや雰囲気でほ
とんど通じた」と胸を張って話す娘が、ひとまわり大きく
見えた気がしました。 
　帰国後、ホストファミリーにお礼のメールを送ったり、“必
ずもう一度オーストラリアへ行く”と言い出した娘を見て、
これが国際交流の始まりなのだと嬉しく思いました。 
　このような素晴らしい機会を与えてくださった稲美町の
方々に感謝するとともに、これからも１人でも多くの子ど
もたちが世界に目を向けることができますよう希望します。 

「親の思いと子の成長」 

　　　　　　　本岡　周子（本岡　明音さんの保護者） 

派遣事業に参加させての保護者の思い派遣事業に参加させての保護者の思い 派遣事業に参加させての保護者の思い派遣事業に参加させての保護者の思い 派遣事業に参加させての保護者の思い 

しゅうこ あかね 

み か ぐ ら  
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僕
は
今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
外
派

遣
事
業
に
参
加
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た

で
す
。
何
故
か
と
言
う
と
、
最
初
は
、
英

語
が
出
来
な
い
こ
と
が
不
安
で
し
た
。
申

し
込
ん
だ
理
由
も
飛
行
機
に
乗
り
た
い
と

い
う
、
単
純
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
派
遣
生

に
決
ま
っ
た
時
は
な
お
さ
ら
不
安
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
６
回
の
事
前
研
修
に
参
加
し

て
い
く
毎
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
食
に

つ
い
て
知
り
た
い
、
自
分
の
英
語
を
向
こ

う
で
試
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
出
発
前
に
行
わ
れ
た
結
団
式

で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
食
を
知
る
と

い
う
の
は
、
目
標
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
出
発
当
日
、
僕
は
楽
し
み
１

０
０
％
だ
っ
た
は
ず
で
し
た
が
、
い
ま
思

っ
て
み
る
と
不
安
で
何
故
か
朝
は
い
つ
も

よ
り
早
く
目
が
覚
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、
初
め
て
の
飛
行
機
に
乗
っ
て
向
こ

う
に
行
っ
て
み
る
と
、
そ
ん
な
不
安
も
消

し
飛
び
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち
や
、
全
く
知
ら

な
い
日
本
人
の
僕
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
の
お
か
げ
で
、

心
配
だ
っ
た
英
語
も
楽
し
い
と
思
え
る
く

ら
い
好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
日
本
と
の
違
い
を
大

き
く
感
じ
た
の
は
、
向
こ
う
の

人
は
自
分
の
国
を
も
の
凄
く
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
兵
庫
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
の
小
川

所
長
さ
ん
の
話
で
は
、

ま
ず
自
分
の
国
の
文

化
を
し
っ
か
り
身
に

つ
け
て
、
次
に
外
国

の
文
化
を
知
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
言
葉
が
と
て
も

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
国
際
交
流

の
面
を
、
と
て
も
身

近
な
場
所
で
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
僕
ら
が
体

験
入
学
し
た
ガ
バ
ナ

ー
ス
タ
ー
リ
ン
高
校

の
生
徒
で
、
前
に
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
に
い
た
城
島
選
手
の
大
フ
ァ

ン
が
い
た
こ
と
で
す
。
以
前
、

日
本
で
試
合
を
見
た
ら
し
く
、

学
校
に
は
ホ
ー
ク
ス
の
帽
子
と

城
島
選
手
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
い
つ

も
着
て
い
く
ら
し
い
で
す
。
ま

た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
友

だ
ち
の
エ
ニ
ー
と
い
う
人
が
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
大
好
き
で
、

カ
メ
ラ
な
ど
の
話
で
盛
り
上
が

る
な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
日

本
は
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
な
に
よ

り
英
語
が
楽
し
く
感

じ
た
の
は
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活

で
し
た
。
僕
が
お
世

話
に
な
っ
た
、
バ
ク

ス
タ
ー
家
は
、
犬
が

２１
匹
、
猫
３
匹
、
ガ

チ
ョ
ウ
４
羽
、
鶏
１０

羽
と
い
う
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
い
家
で
し
た
。

こ
こ
で
初
め
て
感
じ

た
の
は
人
が
フ
レ
ン

ド
リ
ー
と
い
う
の
も

あ
り
ま
す
が
、
犬
も

猫
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
、
す
ぐ
な
つ
い
て
く
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。 

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
で

の
食
事
は
１
日
目
に
と
て
も
大

き
な
ス
テ
ー
キ
が
で
て
き
て
、

こ
こ
で
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

に
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

２
日
目
の
晩
ご
飯
は
僕
が
お
好
み
焼
き
を

作
っ
て
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
喋
ら
な
か
っ

た
ジ
ョ
ー
ダ
ン
と
い
う
人
と
も
食
を
通
じ

て
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
３
日
目
は
、
水

族
館
に
お
母
さ
ん
の
サ
リ
ー
と
お
ば
さ
ん

の
シ
ャ
ロ
ン
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
応

募
し
て
く
れ
た
ビ
ク
ト
リ
ア
と
４
人
で
行

き
、
後
で
シ
ャ
ロ
ン
と
映
画
館
で
パ
イ
レ

ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
を
見
ま
し
た
。

４
日
目
は
ス
ワ
ン
市
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
、
出
し
物
の
御
神
楽
や
歌
を
歌

っ
た
り
、
ス
ワ
ン
市
の
市
会
議
員
の
人
な

ど
と
盛
り
上
が
り
な
が
ら
、
も
の
凄
く
美

味
し
い
料
理
を
食
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

お
別
れ
の
日
ビ
ク
ト
リ
ア
と
サ
リ
ー
に
見

送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
も
ら
え

た
し
、
新
し
い
家
族
が
増
え
た
最
高
の
４

日
間
で
し
た
。 

　
今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
経
験
は
、

僕
の
人
生
の
中
で
二
度
と
な
い
最
高
の
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
お
世
話
に
な

っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
族
に
は
絶

対
に
も
う
一
度
会
い
に
行
き
た
い
で
す
。 

　
こ
ん
な
、
最
高
な
思
い
出
、
英
語
の
楽

し
さ
を
味
わ
え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
外

派
遣
事
業
に
、
も
っ
と
も
っ
と
い
ろ
ん
な

人
に
申
し
込
ん
で
も
ら
っ
て
行
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。 
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Takayuki   SawaseTakayuki   SawaseTakayuki   Sawase

　ホストファミリーは、僕が英文を聞き取れなくて何度も聞き返したのに、あきらめずわかるまで一生懸命話
してくれました。日本やオーストラリアについても話し、僕のしどろもどろの説明も真剣に聞いてくれて、と
ても充実し、楽しいホームステイになりました。 

Ai   Ohnish iA i   Ohnish iA i   Ohnish i

　国の文化や言葉が違っても、伝えようとする気持ちがあれば仲良くなれることがわかりました。少しずつで
も英語で自分から話すことが自分自身の大きな自信となりました。これからはもっと英語を学んでいろいろな
思いを伝えられるようになり、またいつかホストファミリーに会いたいです。 

Saki   OkadaSaki   OkadaSaki   Okada

　新しいことだらけの生活、１人という不安、この8日間は全てに一生懸命でした。日本を離れ外国で生活して
みて、人と人とのふれあいや人の優しさ、温かさがわかった気がします。 

Ayumi   FurukawaAyumi   FurukawaAyumi   Furukawa

　この8日間、私は常に「感謝の心」を忘れずに過ごしました。4日間私の面倒をみてくれたホストファミリー
に感謝、8日間引率して下さった方々に感謝、そして今回オーストラリアに行かせてくれた両親へ感謝。 

Yusaku  Fu j imor iYusaku  Fu j imor iYusaku  Fu j imor i

　帰りのバスの中、僕たちの海外派遣は多くの人の支えで成り立っているんだとしみじみ思いました。また、
僕も、オーストラリアの人たちのように自分の意思をしっかり言えるようになりたいです。そして、僕が育っ
たこの町を大切にしたい、そう思いました。 

Akane   MotookaAkane   MotookaAkane   Motooka

　英語が分らない時はジェスチャーや雰囲気で理解したり、言葉よりも大切な「心」での会話もすることができ、
言葉の壁を越えることが出来たと思います。この海外派遣事業に稲美町の代表として参加し、国際交流にどれ
だけ貢献できたか分りませんが、私の中でとてもいい経験になりました。 

Tomohiro   InoueTomohiro   InoueTomohiro   Inoue

　最初不安だった英語も案外しゃべれて自分に自信が付きました。日本にない文化、自然、その他、いろいろ
な体験を通して学ばせてもらいました。またこのような海外派遣があれば、ぜひ参加してみたいです。 

Hirotaka   YamamotoHirotaka   YamamotoHirotaka   Yamamoto

　緊張していて、なかなか自分から話せない初日、そのことに気付いてかいろいろと質問をしてくれた僕のホ
ストファミリー。短い間だったけど、わからないことばかりの中で、常に優しく接してくれたホストファミリ
ーの方々にとても感謝しています。 

Nanako  HataNanako  HataNanako  Hata

　この旅を機に、英語や自分自身に自信が付きました。どんなことにもチャレンジして、できないものをでき
るものに、自分の力で一人前になれるよう頑張ります。一緒に行った方、また、たくさんの協力や応援をして
くださった方に、心から感謝します。 

両親に、ホストファミリーに、みんなに感謝 両親に、ホストファミリーに、みんなに感謝 両親に、ホストファミリーに、みんなに感謝 両親に、ホストファミリーに、みんなに感謝 ～中学生海外派遣事業に参加した 
　　　　　10人の中学生が感想を語ります～ 
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